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导  言

在文书检验领域，印章印文鉴定和文书字迹鉴定是两项

不同的检验内容。在同一送检材料中，印章印文常常和文书

字迹并存，且相互重叠。为了更好地实施鉴定，排除不相关

信息的干扰，如何实现印章印文与文书字迹的分离，成为了

对送检材料的图像进行预处理的重要内容。

传统的印章印文与文书字迹的分离运用的是光学图像处

理的方法。主要仪器是装有感光胶片的相机，通过在镜头上

添加红色滤色镜来对送检材料图像拍照来达到去章存字的目

的。如果字迹是用蓝色墨料书写的，则可以添加蓝色滤色镜

来实现去字存章。另外，用红色可见光波段的光源照射送检

材料，也可以隐去文书上的印文。

随着计算机技术的不断发展，用计算机来辅助鉴定成为

了鉴定科学中不可逆转的发展趋势。在文书检验领域，它主

要表现为对送检材料的图像进行数字化处理。在实践中，我

们用文检仪、扫描仪等仪器来采集文书材料的数字图像。这

个过程，是在原文书材料的物理图像上选择不连续的像点，

最终得到一些不连续（离散）的采样点的集合。每一个离散

的采样点是组成数字图像的基本单位，称作“像素”。将物

理图像变成离散图像的方法就是所谓的“数字化”[1]。在计

算机内部，所有的图像数据都是以矩阵的形式存储下来的。

数字图像处理就是指客观世界中物体的物理连续图像通过数

字化形成数字图像后，对之进行一系列的操作使之达到一定

的可视效果。在文书检验鉴定领域里，数字图像处理的目的

就是要将检材或样本的数字图像，处理到便于作鉴定的程度。

对文书材料图像进行数字化处理，对于文书检验有以下

几条意义：首先，它便于对文书检材和样本的复制和备份，

可以同时由多位文检人员独立进行图像处理分析；其次，这

是一种无损检验，对文书图像的任何操作不影响文书原件的

原始状况；再次，对文书图像的数字处理操作，具有很强的

可重复性，不同的文检人员，按照相同的操作步骤可以达到

相同的图像处理效果。因此，要判断文书图像的检验是否科学，

可以通过查看其处理步骤地记录，以及对比原始图像与最终

图像，审查其操作有无对影响鉴定结论的本质特征进行添改。

目前，文检图像处理软件层出不穷，有通用的，如大家

所熟知的 Photoshop，也有专业的，如我国的恒锐系列图象

处理软件。限于条件，笔者只通过 Photoshop 软件来对案例

图像进行处理，并对其加以探讨。Photoshop 是美国 Adobe

公司推出的一款专业级数字图像处理软件，它广泛应用与平

面设计、影像后期制作、制图等领域。本文即旨在通过运用

该软件的 7.0 版本 , 来探讨印章印文与文书字迹的分离的原

理和方法，以期达到提高文检鉴定水平的目的。

材料与方法

印章印文与文书字迹的分离的 Photoshop 实现过程

（一）文书材料图像的采集与储存

要对文书材料图像进行数字化处理，先要采集图像并将

其储存在计算机系统中。在我国的绝大多数鉴定机构中，通

常用文检仪和扫描仪将鉴定对象的图像进行数字化采集。为

了便于操作，最好选用较高的图像分辨率来采集。检材和样
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图一  送检材料的原始图像

Fig.1. The original image of the submission material
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图二  RGB 模式

Fig.2. The RGB mode
图三  CMYK 模式

Fig.3. The CMYK mode
图四  Lab 模式

Fig.4. The Lab mode

图五  去朱存墨

Fig.5. Get rid of the red seal to keep the inked words

图六  去墨存朱

Fig.6. Get rid of the inked words to keep the red seal

本的图像最好是一样的放大倍率，以便更好地比较检验。采

集得到的文书材料图像通常储存为 JPG 图像文件格式，在文

件名中注明是检材还是样本并对其编号，将各图像文件同其

原件对应起来。

（二）Photoshop 数字图像处理对印章印文与文书字迹

的分离的常规操作

下面通过实例来说明：

图一是送检材料的原始图像。用“文件”菜单的“打开”

命令将其在 Photoshop 中打开。

常用的操作有以下这些：

1、利用颜色通道：

在“图像”主菜单项下的“模式”子菜单里可以分别选

择 RGB 模式、CMKY 模式和 Lab 模式。在通道窗口中可以对各

个模式下的颜色通道进行查看，如图二至图四所示。

通过对比以上各个通道的图像可以发现，对于本案例，

CMKY 模式下的黑色通道的去朱存墨效果最好，Lab 模式下的

a通道对于去墨存朱的效果最好。

然后对这两幅图进一步的处理。在原始图片的 CMKY 模式

下，删除 C、M、K 通道，仅保留 Y 通道。调节图像的亮度和

对比度，可以得到图五。

在原始图像的Lab模式下，删除L和b通道，仅保留a通道。

反相后，调节图像的亮度和对比度，得到图六。

对于红色印文与蓝色字迹的分离也可以用同样的方法实

现。

2、利用色彩取样选区：
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还是以图二为例，首先点击“图像”菜单中的“调整”

子菜单下的“亮度 / 对比度”命令，将图像背景色去掉，变

为白色背景。

其次，点击“选择”菜单项下的“色彩范围”命令，则

会出现名为色彩范围的对话框。将容差范围调至 200。进行

颜色取样时，既可以在选择栏里选择需要取样的颜色，又可

以直接用吸管工具在选区预览框或图像上直接点样。比如要

抽取印文的红色，可以在选择栏里选择“红色”，也可以用

吸管吸取印文图像中的红色区域。点击确定后，图像上就有

虚线的选择范围，也就是选区。

第三，在“文件”菜单项下选择“新建”命令，新建一

个长宽比与原始图像一致的文件。将第二步所得选区复制后，

将内容粘贴到新建文件上，就可以得到单独的印文。同理，

若选区选的是黑色，亦迹字迹的选区，则可得到单独得字迹。

第四，从第三步得到的图像可能还会有些字迹或印文的

残留，可再进一步调节亮度、对比度或色阶，达到最好的分

离效果。如图七、图八所示：

分析与讨论

通过以上的案例，我们可以发现，运用数字图像处理技

术可以很方便的对印章印文与字迹内容相分离，为凸显鉴定

对象的特征，提高鉴别条件确实起了一定作用，但也要看到

用该法分离后的效果中的缺陷，必须在鉴定中引起注意。

首先，进行颜色分离后的图片像素有些减损，清晰度有

一定的影响。在一些细节特征上，可能发生了细微的改变。

如笔迹中的起末笔形态、笔画的宽度，印刷字迹的笔画转角

形态等等，会发生不同程度的变形。因此，在比较检验的过

程中，检验细节特征时，最好用原始图像，慎用处理后的图像。

不过，对于笔迹的运笔方式、字体字型、印章的大小、印文

内容间的相对位置等一般特征，经数字处理后的图像与原始

图像无大的差别，因此该方法可以成为比对一般特征的辅助

手段。

其次，在不同颜色线条笔画的交叉部位，在处理后的图

像里可能形成漏白，可能会造成关键细节特征的缺失。因此，

如何还原漏白的特征，将会是文检人员下一步研究的问题。

第三，既然我们通过数字处理的文书图像实际上已经很

大程度地改变了文书原始图像的内容，这样得到的图像在诉
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图七  去墨存朱

Fig.7. Get rid of the black to keep the red

图八  去朱存墨

Fig.8. Get rid of the red to keep the black
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讼中有怎样的证明力和可采性，怎样能最大程度的保证其证

明能力，也是每一个文检人员所必须思考的问题。数字图像

由于其极易修改的特性，不能单独作为证据在诉讼中使用。

同样，在文检工作中也不能仅仅依据文书数字图像来进行鉴

定。我们所有的检验操作，都不能脱离文书材料原件。哪怕

经过数字处理得到的图像是多么地清晰，特征反映是如何如

何的好，在鉴定过程中也要反复查看送检材料原件。从图像

中得到的鉴定依据最终都要从对原件的再检验中得到印证，

只有这样才能保证鉴定结论的真实性。另外，经过数字图像

处理后得到的文书图像，已不是直接从检材样本上直接获取

的文书原始图像，为了保证其对材料原件反映的真实性，防

止人为篡改特征，在鉴定结论中最好忠实记录每一步数字处

理操作。有关操作步骤记录的方法，除了用笔记录的方式外，

在PHOTOSHOP里的历史记录面板中，也会有详细的自动记录。

因此，在最终得到数字处理图像后，除了保存一份供打印的

JPG 格式图像文件外，最好再保存一份 PDS 格式文件，后者

是 PHOTOSHOP 专用文件格式，忠实记录了许多有关用该软件

进行图像处理操作的信息。这些图像文件可以通过打印输出，

作为图片说明，附在鉴定结论之后；亦可以通过刻录储存在

只读光盘中，储存在光盘中的图像文件不能够再修改，这样

可以保证其安全性。

结  论

在文书检验鉴定领域，通过运用数字图像处理技术可以

方便地对检材和样本的数字图像进行各种操作来实现检材样

本形象的复制、存储以及视觉上的增强效果处理。将印章印

文与文书字迹的分离也只是数字图像处理技术在文检领域中

的一个很小的应用之一。如今，数字图像处理技术发展得与

文书检验工作越来越密切，有的鉴定甚至可能由仪器来完成。

比如现在很多文检专家正在研制的笔迹识别鉴定系统，可以

对笔迹检材和样本图像中的文字信息自动识别出来，按照笔

迹鉴定的理论自动取字制作比对表，并作出一定的鉴定意见。

由此可见，数字图像处理也仅仅是未来计算机辅助鉴定的一

个基础而已。

从本文论及的应用案例中，可以预想：为了适应以后鉴

定计算机化的趋势，文检人员除了要掌握一些基本的计算机

理论技术外，还要学会用法学的眼光来评价这些技术，看哪

些技术可以更好的为鉴定服务？有没有不利于鉴定或诉讼方

面的副作用？遵循什么程序可以更好地发挥技术的优势？在

使用仪器的过程中，我们也要树立这样的观念，即仪器只是

用来辅助鉴定，最后真正作出鉴定结论的还是鉴定人本身。

数字图像处理技术，只是把文书材料的外在表现形式换成另

一种方式为人所感知，而其隐藏在外表特征下的本质还要靠

鉴定人用智慧、用经验、用学识去更好的认识和揭露。
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论数字图像技术分离印文与字迹的应用

杨永钊 *

( 中国 成都 西南民族大学 610225)

摘要  随着计算机技术的不断发展，用计算机来辅助鉴定

成为了鉴定科学中不可逆转的发展趋势。在文书检验领

域，它主要表现为对送检材料的图像进行数字化处理。用

PHOTOSHOP 这款数字图像处理软件实现印章印文与文书字迹

的分离就是文检工作计算机化的一个小应用之一。本文通过

以印章印文与文书字迹的分离的简单技术为例，思考了其在

鉴定和诉讼中的应用规范性的问题，为文书检验工作更好地

依法应用该技术，更好地顺应计算机化的趋势提出指导性的

意见。

关键词  数字图像处理技术；印文；字迹；分离；
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The Importance of the Organization Communication and the 
Influence to the Behaviour

「人は誰でも一人で生きられない」というのは人間の

生活に対する一つのまとめである。言い換えれば、人は誰

でも何らかの集団に生き、人間という集団もまた社会の枠

に入っている。したがって、これらの集団においては、コ

ミュニケーションが生じ、そのコミュニケーションもまた

個人の認識を影響する。しかし、人間は「視」、「聴」、

「触」、「味」、「嗅」の五感で外部の環境を客観的に捉え、

脳に主観的な感情を加えてから、個人の独特な認識ができ

る。つまり、客観的な環境をそのまま認識することでなく、

自分なりの考えを混ぜたものになり、個人差のある認識が

できてしまう。そうすれば、自分なりの認識を持つ人々は

同じ集団に生きることにも必ず問題が出る。その中に、コ

ミュニケーションという主観的な考えに基づく行為はより

代表的であろう。科学技術が日々発展していく現代社会に

生きる我々は、病気や犯罪行為などの体に表す現象を大切

にしているのに対して、それらの現象を引き起こす原因の

一つである心理的問題を十分に重視していない。その結果、

規則や法規などの外部要素を用いて、社会全体を維持する

しかならず、「一般人」が理解できない行動は増える一方

であった。もちろん、社会を維持するために法規などの共

通ルールが必要不可欠な存在であるが、人の心理的要素を

集団コミュニケーションの重要性及び生活行動に対する影響

配慮することも重要ではないかと筆者は考えている。

まず、集団の定義を見てみよう。集団とは、人や動物、

ものの集まりではあるが、人間を指す場合、なんらかの相

互関係によって結ばれている人々の集まりと解釈したほう

がよいだろう。しかし、ここでもう少し深く考えてもらい

たいが、実際、集団の存在は集団そのものの現実的な存在と、

「集団」だと感じさせるような集団の雰囲気という二つの

種類に分けられるのではないか。例えば、A 社という会社

がいた。その会社に働いている人々は A 社という現実的な

存在を築き上げていると同時に、社員は自分がA社の一員、

または A 社の一部だということを認識する A 社の雰囲気も

また存在している。

では、このような目に映らず、手で触ることもできな

い「雰囲気」などのものは本当に重要なのか？その答えは

肯定である。そもそも、集団というものは「類似点」から

出来上がった存在である。つまり、何らかの類似点を持つ

人々が集まり、ひとかたまりになるからこそ、集団が成り

立てるのである。家族のような小さな集団であれば、血縁

という類似点があり、社会という大きな集団であれば、「こ

の社会に生きている」という類似点がある。これではっき

りとわかるが、集団に属する人々は同じ類似点を持ってい

24



FOREN SCI SEMY Wang, The importance of the organization communication and the influence to the behaviour, FOREN SCI SEM, 1 (2011) 24-25

January 2011 ISSN 2157-118X

团体交流的重要性及对生活行为的影响
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る。しかし、すべての人が集団のルールに従って行動する

なんて理想的なことは存在しない。言い換えれば、その類

似点以外の何かが人々の行動を影響していることになる。

その何かとは、外部環境から生み出した自分の認識の違い

である。つまり、集団のハードウェア（固定的な要素）が

一定の前提で、「雰囲気」のような集団のソフトウェア（可

変的な、または感情的な要素）が非常に重要である。

実際、我々の生活においても、集団の「雰囲気」が集

団に属する人々の行動を左右することは多数存在している。

例えば、自分、または自分が属する集団と異なる存在に対

する一般的な態度であるが、多くの人は外国人に対して「興

味」と「恐怖」の二つの感情を持っている。そして、その

外国人は本土の人と一緒に祭りの花火を見る。花火が咲い

た瞬間、外国人も本土の人もその花火を見て、「きれいな」

と感じる。この瞬間、その外国人も本土の人も「花火を見

る人たち」というかたまりになり、本土の人は外国人に対

する興味も恐怖も思ってはいないだろう。つまり、花火も

人（外国人と本土の人）もハードウェアであって、これら

のハードウェアがつくった「花火はきれい」「祭りは楽しい」

のような雰囲気（ソフトウェア）は人の行動を影響した。

会社においてもそうであるが、例えば A 社の社員たちは、A

社で働くことに誇りを持っていれば、それらの行動もまた

会社を良い方向に引っ張ってくれる。

さて、目に見えない集団のソフトウェアはこんなに重

要だから、そのソフトウェアのもっとも重要な担い手、表

現形式であるコミュニケーションももちろん大切である。

最初に言及した「人間は誰でも一人で生きられない」とい

う話も、「人はコミュニケーションをしなければ、生きて

はいけない」だと理解したらよいだろう。身体行為であれ、

言葉であれ、人は集団においていつもコミュニケーション

をやっている。強いて言えば、孤独症の人でも社会におい

てコミュニケーションをうまくやれないが、自分が作り上

げた「自分」という集団においてはコミュニケーションを

取っている。ただし、その場合、集団の定義は「人」だけ

に限らない。

前述のように、「雰囲気」などの集団のソフトウェア

は人々の行動を左右しているから、集団コミュニケーショ

ンの良し悪しもまた集団に属する人々に何らかの影響をも

たらしている。ここで最近話題になっているある会社の連

続自殺事件を見てみよう。その会社は製造業の会社で、効

率の高い分業制を採用し、給料や補助制度も決して悪いと

は言えない。理論的に考えれば、社員は各自の仕事を完成

すれだけで、給料や補助金をもらえるから、彼らの生活も

幸せに違いない。しかし、実際のところ、一か月に 12 人の

連続自殺事件が起こってしまった。その原因は、社員たち

がまったくコミュニケーションを取れず、「自殺したら楽

になる」という雰囲気を感じてしまったことにある。同じ

集団に属するにもかかわらず、各自の仕事しかやれない、

コミュニケーションを取れないため、日々のストレスがた

まり、結局「自殺」という表現形式に至るしかならなかった。

最後に社会全体からもう一度この例を考えてみよう。

その会社の制度は自殺しか生み出せなかったことは、ある

意味で幸いかもしれない。なぜなら、会社という小さな集

団は会社という大きな枠組みに入っているから、連続自殺

であれ、会社の制度が悪いであれ、あくまでも会社の中の

問題である。しかし、もしその連続自殺者が連続殺人者に

なったら、社会に極めて大きく影響するだろう。もっと深

く考えたら、利益を求める企業にとって、効率の良い制度

を採用するのがごく普通である。すると、自殺などの行為

を引き起こす制度も当然あるだろう。だが、すべての制度

が自殺しかならないと誰も断言できないし、殺人のような

犯罪行為を引き起こす可能性も十分ある。したがって、こ

れからは表に現す社会問題を研究するほかに、もっと集団

コミュニケーションのような人の感情的、心理的な問題を

重視しなければならないと思う。それは社会全体のためで

もあるし、社会という集団に生きる我々のためでもある。
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Abstract  Crimes of terrorism are one of the most important 

international security topics nowadays. After the “9·11” attack 

and the other terror crimes in Europe (such as in London, 

Madrid, Beslan), the terrorism has been the cancer for the global 

peace and stabilization.

The anti-terrorism situation is increasingly bad, and the 

international community has taken varieties of measures. After 

the “9·11”attack, the General Assembly and the Security Council 

of the United Nations have passed lots of resolutions about 

how to manage the terrorism crimes. Meanwhile, they advocate 

“protect the human rights and the basic liberties when counter 

terrorist”. Regional international organizations such as the EU, 

the ASEAN, the OAS, the AU, the league of Arab states, and 

the SCO put forwards anti-terrorism conventions. On one hand, 

these conventions can offer conditions for legal cooperation; on 

the other hand, they are contributed to decrease disagreements 

between contraries. Especially, they emphasize advancing the 

efficiency of the counter-terrorism measures when assurance 

of the human rights. As the sovereign states are concerned, no 

matter which belonged to the Anglo-American legal system, 

such as the United Kingdom, the USA, Canada, Australia, or 

which belonged to the continental legal system, such as France, 

German, Spain, they all implement systematic reforms to their 

This is a summary of an S.J.D. thesis.
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anti-terrorism legislations and criminal procedure laws.

Nowadays, there are two main kinds of counter terrorism general plans. One is to see the terrorism as a armed conflict 

directing to sovereign countries. So, they try to wage a “war on terror” in order to eliminate terrorism. And the other is to 

regard the terrorist attacks as crimes. And the special criminal procedures must be designed so as to effectively dealt with 

these special crimes. In fact, the “war on terror” model has lots of drawbacks, and the latter is absolutely a reasonable way. 

Today, there are four basic premises for a special criminal procedure to crimes of terrorism. Firstly, crimes of terrorism 

have their specialties comparing with the normal crimes. Secondly, attentions must be paid to the experience and lessons of 

the international community on dealing with terrorism. Thirdly, the UN and other regional international organizations have 

released and signed many resolutions and conventions, On which the special criminal procedure must be rested. Fourthly, 

there are great academic improvements about the criminal justice. When designing the special criminal procedure directing to 

the crimes of terror, three presumptions must be insisted. One, the security must be in preferred status as the value orientation 

is concerned. Two, the bottom-line “due process” criminal procedural rights must be guaranteed. Three, dynamic balance 

must be kept between the power of the states to punish the guilty and protect the fundamental human rights.

China has been confronted with severe situation when countering terrorism. Terrorists in Xinjiang and Tibet have 

launched lots of terror attacks pointing at the common people. Countering criminals of terrorism has been one of the most 

urgent tasks in security domain. And it is absolutely the inevitable choice to deal with the terrorism with the mechanism of 

litigation, which is based on criminal procedure laws. Nevertheless, there are desperate shortages of legal resources. The 

criminal process law has to be reformed in order to meet the dual demands as to strike the terror crimes and protect human 

rights. The reforms in China must stick to the principle of rule of law, the principle of equality of treatment, principle of 

appropriation, the principle of prior protection of victims, principle of protection of basic rights. Meanwhile, the reforms must 

pay attention to the actual national situation of China. Also , the reform should have perspectivenesses and innovativeness. 

Keywords: Terrorism; Criminal procedure; Camparative research;China. ■
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Liquid Chromatography–mass Spectrometric Assay for 
the Quantitation in Human Plasma of Nalmefene and Its 

Application to Pharmacokinetic Studies

Abstract  A sensitive, selective and accurate high-performance liquid chromatography-mass 

spectroscopy (HPLC–MS) assay for the determination of nalmefene in human plasma was 

developed and validated. The procedure involves protein precipitation and extraction with 

dichlormethane–hexane mixture. The extracted solutions were then analyzed by a HPLC 

system, comprising of a shimadzu shim-pack VP-ODS (150mm×2.0mm, 5μm) column 

and a mobile phase of a mixture of 50mM ammonium acetate and acetonitrile (66:34, v/v), 

coupled with electrospray ionization mass spectrometry (ESI-MS). The chemical structure 

analog of nalmefene, Naloxone, was used as the internal standard. The method had a total 

chromatographic run time of 5.5 min and linear calibration curves over the concentration range 

of 0.04~15ng/ml. The intra- and inter-assay variations for three different nalmefene levels were 

less than 10% throughout. The method proved to be accurate and specific, and was applied to 

the pharmacokinetic study of nalmefene in healthy Chinese volunteers.

Keywords: Nalmefene; Liquid chromatography; Mass spectrometry; Human plasma. ■
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The Traffic Injury Prevention Based on the Detection of the 
Driving Instability

Abstract  Objective  To detect the extent of drivers affected 
by the unstable factors, and to give the driver a reasonable 
driving tips and advice the driver a reasonable driving 
tips and advice, in order to achieve prevention of traffic 
accidents and traffic injuries. Methods  It developed the the 
instability detection device driver based on the GBA (Game 
Boy Advance) platform. The drivers tested the voice simple 
reaction time, the vision simple reaction time, the voice and 
vision combined simple reaction time, the vision complex 
reaction time and the control ability of tracking and response 
to the moving target. After tests, the device automatically 
compared these values with the values under normal 
conditions, in order to calculate the extents of  drivers 
affected by the unstable factors. The reasonable driving tips 
had also been advised, to achieve traffic accidents and traffic 
injury prevention purposes. Results  By the simulation tests 
of alcohol and sleep deprivation, the device could timely 
and accurately test the reaction time and control ability of 
the drivers, to prevent traffic injuries effectively. Conclusion  
The detection device is easy to use. The testing results 
are accurate. The reasonable proposals can prevent traffic 
injuries. This is only the preliminary stage of this study. It 
will continue to  improve the function of the device to make 
it better to meet the practical needs. 

Keywords: Driving; ; Instability; Traffic injury; Prevention.
  [Translated by Tilla A. Theresia]

基于驾驶不稳定性检测的交通伤预防研究

杨光瑜 *，尹志勇，王正国，刘大维

（中国 重庆 第三军医大学 大坪医院野战外科研究所 /中国

人民解放军交通医学研究所 400042）

摘要  目的：通过检测驾驶员受不稳定因素影响程度，给驾

驶员提出合理的驾驶建议和忠告，从而实现预防交通事故以

及交通伤。方法：在 GBA（Game Boy Advance）硬件平台上

开发驾驶不稳定性检测装置，驾驶员在驾驶前或驾驶一段时

间后用本装置测试自己的声音简单反应时、图片简单反应时、

声音图片混合简单反应时、图片复杂反应时和跟踪运动目标

的反应控制能力，测试完后装置会自动将这些值与驾驶员在

正常状况下的值进行比较，得出驾驶员受不稳定因素影响程

度，并给出合理的驾驶建议和忠告，从而实现预防交通事故

以及交通伤的目的。结果：通过酗酒和剥夺睡眠的模拟试验，

利用本装置能及时准确测试驾驶员的反应时间和控制能力，

能有效预防交通伤。结论：检测装置携带和使用方便，能够

准确给出检测结果，给驾驶员提出合理的驾驶建议，从而预

防交通伤。但目前只是初步研究阶段，功能还比较单一，下

一步将继续完善装置的功能，使其更能满足实际需要。

关键词  驾驶；不稳定性；交通伤；预防。

* 通讯作者：杨光瑜博士（1978——），男，中国，重庆，

第三军医大学大坪医院野战外科研究所助理研究员，交通伤

与生物力学方向。联系方式：ygy_1@163.com，电话：+086 

023-68757446。■
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The Bioinformatics Analysis of Human Glucocoiticoid 
Receptor Regulated Target Genes

Abstract  Objective To identify the distribution and function 

of glucocoiticoid receptor (GR) regulated target genes in the 

human genome, and to know the bioinformatic significance 

of it. Methods With bioinformatics methods, we found 

out all the genes that contains Glucocorticoid Response 

Element’s (GRE) consensus sequences, and extend our study 

to the distribution of consensus sequences in the human 

genome and the functions , protein products and the Gene 

Ontology (GO) number of the GR target genes and then 

to emphasize these genes’ function in inflammation and 

immunity.  Results We found 225 genes which contain the 

GRE-1 consensus sequence (5’-AGAACAnnnTGTTCT-3’) 

and 94 genes contain GRE-2 consensus sequence 

(5’-GGTACAnnnTGTTCT-3’). Conclusion According to 

the analysis of the function of genes which contain the 

consensus sequence of GRE, F2R, DAXX, PAG1, ULBP3, 

OR8D4, RIMS1, NPY2R are correlate with inflammation 

and immunity. 

Keywords: Glucocorticoid; Glucocorticoid Receptor; 

Glucocorticoid Response Element;Consensus sequence of 

GRE; bioinformatics.

人糖皮质激素受体靶基因的生物信息学分析

曾灵，顾玮，严军，王海燕，周建云，蒋建新 *

（中国 重庆 第三军医大学 大坪医院 野战外科研究所 创

伤、烧伤、复合伤国家重点实验室第四研究室 400042）

摘 要  目 的： 分 析 糖 皮 质 激 素 受 体（Glucocorticoid 

Receptor，GR）靶基因在人类基因组的分布及功能，明确

其生物学意义。方法：通过生物信息学的方法，在人类基

因组中找出所有含有糖皮质激素反应元件 (Glucocorticoid 

Response Element, GRE) 保守序列的基因。通过 NCBI 的基

因注释得到基因名称、功能、基因的蛋白产物，以及其对应

的 GO 号等，然后对这些基因的功能进行 Gene Ontology(GO)

分类，最后重点分析这些基因在免疫、炎症反应中的作用。

结果：含有 GRE-1 保守序列 (5’-AGAACAnnnTGTTCT-3’) 的

基因共有 225 个，其中有 18 个位于基因启动子区域，10 个

位于基因外显子区域，197 个位于内含子区域；含有 GRE-2

保守序列 (5’-GGTACAnnnTGTTCT-3’) 的基因有 94 个，其中

有 13 个位于基因启动子区域，5 个位于基因外显子区域，76

个位于内含子区域。结论：含有 GRE 的基因中 F2R,DAXX,PAG

1,ULBP3,OR8D4,RIMS1, NPY2R 与激素代谢、免疫以及应激响

应相关。

关键词  糖皮质激素；糖皮质激素受体；糖皮质激素反应元件；

GRE 的保守序列；生物信息学。
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